
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１ よく使うものとあまり使わないものを分類する。そして、不要なものは思い切って処分する。 

ステップ 2 
よく使うものはすぐに取り出せるよう手の届く、見える位置に収納するのがコツ。オープン棚

やガラス扉の収納がおすすめです。 

ステップ 3 
あまり使わないものは納戸などに集中収納。この場合も１階の納戸には季節の電気製品や靴、

２階のクローゼットには衣類と寝具といった分け方をすると良いですね。 

ステップ 4 壁面、階段下、使ってない部屋などのデッドスペースを活用した収納リフォームを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【施工例】 

 

今回は、「収納上手になるためのステップ」についてのお話です。  
家の中がスッキリと片付いていると気持ちが良いものです。そして、欲しいものがすぐに取り

出せて、使い終わったらサッと片付けられるそんな「収納上手になるためのステップ」について

まとめました。 

 
必要なものを収納しきれない場合は、収納スペースを確保しなければなりません。また、収納するモノの大

きさや量に合わせて収納計画を立てましょう。収納リフォームについてのご相談はお気軽にどうぞ！ 

 
収納上手に

なりたいな！ 

 
↑リビング壁面にシステム収納と廊

下壁面に造作した収納。(Ｗ様邸) 

キッチン前

の 階 段 下

を 有 効 活

用 し て 収

納 を 設 け

ま し た 。 

(Ｗ様邸) 

 
↑対面キッチンカウンター脇にお酒

のボトル棚を造作しました。(Ｓ様邸) 

 
↑リビング隣接する和室を納戸

に改装し、ロフトを増築。(Ｏ様邸) 

 
←窓下の壁 

厚を活用した 

収納。(Ｓ様邸) 

 

押入れをクロー

ゼットにし、書棚

は可動式にしま

した。(Ｋ様邸)→ 

お気軽にお問い合わせ下さい！ 
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